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筑波大学附属図書館における図書館ボランティアの
　　　　　　　　活動成果と今後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保明美
抄録：筑波大学附属図書館は，平成７年６月に国立大学としては初めて大学図書館ボランティアの受入れを
開始し，今年で10周年を迎えた。平成17年６月には，「筑波大学附属図書館ボランティア10周年記念式典」
も盛大に開催され，同時に記念誌「筑波大学附属図書館ボランティアのあゆみ－10周年を記念してー」も刊
行された。 10年を迎えた現在，大学詞書館ならではのボランティア活動が活発に行われ，図書館の中におい
てもその活動は定着してﾉきｹている6これまでの10年の歩みをふりかえり，その活動成果を検証することによ
り，これか,らぬ課題をふまえたボランティアの今後の展開について考える。
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１。はじめに
　筑波大学附属図書館はﾉ聞かれた大学ご図書館とし
て，生涯学習ﾉに対応した大学図書館サービスの充実
も
れ
ている。
　平成17年６月には，筑波大学附属図書館ボラン
ティア10周年記念式典が開催され，広く学内外に
図書館ボランティアの活動が紹介された。
1.1 筑波大学附属回書館ボランティア10周年記念
式典
　平成17年６月１日，附属図書館ではボランティ
ア10周年を祝すとともに，今後の図書館ボランテ
ィアの発展を期するため記念式典が開催された。当
山ま，ボランティアを中心に，岩崎学長をはじめと
する学内関係者，図書館関係者など108名が参加し
た。
　また，ボランティアと職員が共同で編集した記念
誌「筑波大学附属図書館ボランティアのあゆみ－10
周年を記念してー」も当日配布された。
　式典は３部構成で行われ，第１部式典では図書館
長挨拶，学長挨拶，図書館ボランティアヘの感謝状
贈呈（写真１），図書館ボランティア代表挨拶があ
った。館長による主催者挨拶では，大学回書館での
地域住民によるボランティア活動の導入は，他大学
に先駆けたもので，活動内容や規模については他の
国公私立大学図書館に例を見ないものであり本学附
属図書館としての誇りであるとの話があった。引き
続き岩崎学長より，これからも附属図書館とボラン
ティアの活躍が，筑波大学における社会貢献，およ
び学生，教職員への図書館サービスの充実・発展に
寄与されることを期待するとの挨拶があった。さら
に，附属図書館のボランティア活動に多大なる貢献
をされたとして，筑波大学附属図書館ボランティア
の会「図・ボラの会」に感謝状が贈呈された。
　第２部の記念講演会は，筑波大学附属図書館ボラ
ンティアについての紹介と，伊万里市民図書館長犬
塚まゆみ氏の「人が変わるまちが変わる」という演
題による公共図書館とボランティアの先進的な取り
組みについての講演があり，聴衆が熱心に耳をかた
むけた。
　第３部の交流会では，なごやかな雰囲気の中，ボ
ランティアの体験談や対面朗読を利用して研究を続
けている大学院生からの感謝の辞が述べられた。
　なお，記念式典はメディアでも注目され，当日の
ＮＨＫ地上デジタル放送でも報道された。
写真１　岩崎学長から感謝状贈呈
２。ボランティア活動10年のあゆみ
　附属図書館ボランティア導入の目的は，生涯学習
に対応した大学図書館活動のひとつとして，図書館
をボランティア白身の生涯学習の場として活用して
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もらうこと，地域におけるボランティア活動の希望
者に活動の機会を提供すること，さらに図書館にお
ける留学生や身体障害者へのサービス拡充などがあ
げられる。ここでは図書館ボランティア導入からこ
れまでの10年のあゆみをふりかえる。なお，ボラ
ンティア導入経緯等の詳細については，過去に本誌
に報告しているもの2,3)を参照していただきたい。
2｡1　附属図書館ボランティア設置経緯
平成４年
　生涯学習審議会答申を受け，ボランティア活動を
　支援・推進するために，国立大学図書館として全
　国で初めて「図書館ボランティアの導入」を決定
平成５年４月
　附属図書館ボランティア受入れに関する検討委員
　会を設置（以降受入れ準備に２年を要す）
平成７年５月
　附属図書館ボランティア発足式
平成７年６月
　ボランティア活動開始
平成７年７月
　ボランティアの親睦団体「図・ボラの会」発足
平成９年６月
　大学回書館ボランティアの導大事業に対し，国立
　大学図書館協議会賞受賞
平成12年６月
　附属図書館ボランティア５周年記念式を実施
平成17年５月
　　「筑波大学附属図書館ボランティアのあゆみ」を
　発行
平成17年６月
　筑波大学附属図書館ボランティア10周年記念式
　典を実施
2｡2　ボランティア活動記録
　附属図書館ボランティアの活動は図書館の利用者
に対する援助のため，自らの意思に基づき生涯学習
の一環としてその知識・技能を無償で提供するもの
として行われている。約50名｡のボランティアが月
～金の10時～12時，13時～16時に毎週１回以上活
動している。途中から加わった活動もあるが，初期
の時点からの活動が10年のあいだにいろいろと形
を変えて現在も引き続き行われている。活動内容お
よび状況は次のとおりである。なお，筑波大学附属
図書館は中央図書館と4つの専門図書館で構成され
ているが，現在ボランティアが活動を行っているの
は中央図書館と体育・芸術図書館のみである。
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巾図書館総合案内
　筑波大学の中央図書館は20,000 m2に近い館内に
約180万冊の蔵書が並んでいる。館内は全面開架方
式のため，利用者は自由に利用できるが，不慣れな
うちは必要な資料を探すのに大変な労力を必要とす
る。
　ボランティアカウンターには常時２～３名のボラ
ンティアが，平日10時～12時，13時～16時のあい
だ利用者を待ち受けている（写真２）。
　　　　写真２　ボランティアカウンター風景
　ボランティアは，①館内の窓口又はカウンターを
案内する館内窓口案内，②資料の配置場所を館内資
料配置図によって説明し，希望により配置場所へ同
行する資料配置・探索案内，③図書館内のコンピュ
ータ端末を利用した蔵書検索の方法等を案内する端
末操作案内，④各種利用申込書の記入方法を説明す
る各種利用申込書の記入指導などを中心に図書館総
合案内を行っている。ボランティア導入時は，利用
案内が中心の活動内容になっていたが，平成９年よ
り総合案内の内容を整理し現在に至っている。学内
者はもとより，学外者および留学生の利用者も数多
く，質問内容も多岐にわたり親切な対応が功を奏し
ている。 10年が経過しボランティアによる利用者へ
の総合案内は，図書館内にも定着してきた（表１）。
　しかし，ここ数年カウンターの利用者が徐々に減
ってきている事実も見過ごせない。その一因として
まず考えられることは，０ＰＡＣの機能向上により，
探したい資料の配架番号のみならず，所在場所まで
特定できるようになったことである。また，雑誌は
図書館に来なくても研究室等から電子ジャーナル等
により論文の人手が可能になったことも考えられ
る。特に２万２子種類を数える雑誌は，分野ごとに
複数の配架場所に分かれており，慣れない利用者は
なかなか探せなかった。これはボランティアヘの質
問内容の約半数を資料配置が占めていることからも
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表１　利用案内活動内訳
H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 平均 ％
利用者総人数 I486 3,337 3,437 3,197 3,150 3,167 3,208 3,281 2,712 2.504 3,110 100
内訳
学内・学外別 学内者 1,081 2,620 2,849 2,615 2,511 2,448 2,606 2,617 2,146 1,974 2,487 80
学外者 405 717 588 582 639 719 602 664 566 530 623 20
利用者種別 一般利用者 1,170 2,790 2,775 2,678 2,529 2,566 2,536 2.601 2.122 1,985 2,509 81
身体障害者 15 43 25 40 69 21 30 46 43 28 38 １
外国人 301 504 637 479 552 580 642 634 547 491 563 18
H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 平均 ％
質問総件数 1,598 3,635 3,770 3,466 3,251 3,244 3,356 3,306 2,682 2,498 3,245 100
内訳
図書館の利用方法 196 511 467 310 360 326 359 438 613 565 439 14
資料の配置 945 2,062 2,232 2,019 1,983 2,059 2,146 1,953 1.286 1,199 1,882 57
TULIPS等検索方法 206 449 392 554 323 220 273 230 217 170 314 10
その他 251 613 679 583 585 639 578 685 566 564 610 ９
TULIPS等
検索方法
　10％
資料の配置
　　57％
その他
　９ｴ％
※平成7年度の統計は10月からのため，平均値はH8～H16のみ
図書館の利用方法
　　　14％
平均質問件数　3245件
図１　質問内容
わかるように（図１），過去においてはボランティ
アの手助けを受けていた利用者が，情報の電子化に
よって自分自身で目的の資料を探せるようになった
結果と考えられる。
　現在,図書館総合案内を担当するボランティアは，
このような現状を踏まえ，ボランティアだからこそ
できるサービス，ボランティアとして必要とされる
サービスの向上を目指し各種研修，勉強会等で日々
研譜を積んでい,る。
②身体障害者に対する図書館利用支援
　筑波大学には，身体に障害のある学生・教職員が
数多く在籍しており，他の大学図書館に比べて身体
障害者の利用が多くなっている。ボランティアは，
①視覚障害のある利用者に対する対面朗読，②音声
朗読システムの利用支援，③身体に障害のある利用
者が館内で資料を利用する際に，資料を害架から探
す資料探索代行，①利用者が館内を移動する際の援
助として車いす介助やガイドヘルプ等の館内移動援
助などを中心に行っている。
　特に，対面朗読サービス（表２）は視覚障害のた
めに活字での読書が困難な利用者に対し，専門のボ
ランティアが朗読サービスを行うもので，対面朗読
室で集中して２時間の朗読サービスが受けられるた
め，利用者からも好評である（写真３）。大学図書
館の対面朗読は，資料の通読だけではなく図書館利
用の支援なども求められるので，利用者の要求にで
きる限り応えられるよう対面朗読の勉強会も行って
いる。
　また肢体不自由者に対する，図書館内の物理的な
環境は整っているが，資料探索については大きな困
難を強いるものであり，ボランティアによる手助け
はありかたいものとなっている。最近では，事前に
連絡を受けコピーを行い，利用者に提供するサービ
スも行っている。
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表２　対面朗読状況
体位：時間）
H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 合計
レギュラー 252 202 402 300 236 303 209 322 239 176 2,389
スポット 29 47 68 90 88 70 58 62 77 42 602
合計 281 249 470 390 324 373 267 384 316 218 2,991
＊１学期を通して毎週決まった日を予約するレギュラーと，１回２時間のみを予約するスポットがある。
＊休業期間中はスポット予約として対応。
　　　　　　　写真３　対面朗読風景
（3）利用環境整備
　利用環境整備は，ボランティア活動が定着し始め
た平成11年度から，新しい活動として開始された。
主にシェルフリーディング（書架整理）と図書ラベ
ル等の補修作業を行っている。
　５階建ての本館・新館からなる中央図書館には
180万冊の図書が全面開架方式で並び，利用者にと
っては自由に書架から取り出せる便利な方式だが，
一度迷子になってしまった図書は，なかなか探し出
すことができない状態になってしまう。職員による
シェルフリーディングも毎週実施されているが，冊
数が多く決して十分とはいえず，ボランティアによ
る地道な書架整理は館内の利用環境整備の一翼を担
っている。平成16年度からは中央図書館に加え，
体育・芸術図書館でも開始された。
　活動開始に当たっては，図書館内で様々な意見が
出された。生涯学習を目的としているボランティア
に,書架作業のような労働をお願いするという遠慮，
または開架式図書館にとって非常に重要な図書の配
列作業をボランティアに任せてもいいのかという疑
問，本来は図書館の職員が行う仕事ではないか，と
いったような様々な議論がありボランティアには受
人れてもらえないのではというのが概ねの意見だっ
た。
　しかし図書館職員の心配をよそに，ボランティア
は総合案内と対面朗読といった対人サービスのほか
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に新しい活動を求めており，図書館の提案に10名
が賛同し利用環境整備が始まった。図書の配列に重
点を置くボランティア，書架の清掃に重点を置くボ
ランティアと環境の整備の仕方はまちまちだが，そ
れぞれが自分のベースで楽しく書架に向き合ってい
る。
（4）図書館見学案内‥　　＝
　筑波大学は，開かれた大学どして地域社会および
国内外の研究・教育機関と連携し大学の公開を積極
的に行い，多数の見学者を受人れており，中央図書
館にも年間2,000名程度の見学者が訪れる。
　ボランティアは，あらかじめ用意されたマニュア
ルに従い，主に学外から図書館の見学に訪れる高校
生，高校のＰＴＡなどに対応している。また，学内
のフレッシュマンセミナーや各種オリエンテーショ
ンの際の館内案内にも協力している。広い館内をま
わり，筑波大学附属図書館の特色をわかりやすく説
明できるように，図書館では見学案内を担当するボ
ランティアに対し見学案内の研修を行っている。図
書館見学案内マニュアルには，ボランティアが英訳
した英語版もある。
　見学案内はボランティア活動開始当初から行われ
ており，図書館がボランティアに期待する活動とし
て最適と思われる。学外からの見学者には筑波大学
附属図書館のすばらしさをＰＲし，学内の利用者に
は図書館の効率的な使い方などに重点を置き案内し
ている。案内のポイントを押さえた上で，ボランテ
ィア一人ひとりがプラスａの案内を行っており，案
内を担当するボランティアの中からは何度案内を行
っても，毎回違った発見があり楽しいといった声も
聞かれる。毎年増加傾向にある見学者の約半数は，
ボランティアが対応している（表３）。
（5）外国人に対する図書館利用支援
　回書館を利用する多くの外国人にとって，言葉が
通じないことは図書館利用の障壁となる場合がある
が，英語のみならず諸外国語に通じたボランティア
は，ボランティアカウンターにおいて，外国人の図
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表３　ボランティアによる図書館見学案内件数
件数 見学者数
平成７年 35 391
平成８年 46 612
平成９年 25 545
平成10年 33 920
平成11年 35 1.854
平成12年 62 2,800
平成13年 39 1,728
平成14年 23 912
平成15年 31 1,310
平成16年 37 1,387
書館利用支援を行っている。現在筑波大学では，約
15,000人の学生が在籍しており，その中で留学生は
約1,200人，学生数全体の一割弱である。
　毎年，春と秋に行われる留学生オリエンテーショ
ンでは，英語を使っての館内見学案内および端末操
作実習の補助を行う（表４）。オリエンテーション
を受けた留学生か，その後カウンターを利用するこ
とも多く，ボランティアカウンターに訪れる利用者
の約２割は外国人利用者となっている。また，外国
人のために日本文化を紹介する活動として，留学生
を対象とした折り紙講習会が開催されている。
　留学経験者や帰国子女が多い筑波研究学園都市と
いう土地柄のため，外国語に堪能なボランティアが
とても多い。英会話のできる職員は限られているが，
ボランティアの中には英語のみならず，中国語，ロ
シア語，フランス語，インドネシア語などを話せる
人もいて,=図書館を利用する外国人には頼りになる
存在になっている。
表４　留学生オリエンテーション補助
件数 参加人数
平成９年 ６ 118
平成10年 ７ 158
平成11年 ８ 149
平成12年 ７ 129
平成13年 ７ 108
平成14年 ７ 129
平成15年 ８ 152
平成16年 ７ 160
（6）特殊資料整理
　筑波大学附属図書館の中でも，全国的にユニーク
な存在の体育・芸術図書館では特色ある資料として
美術館・博物館等の展覧会の図録およびポスターの
収集をしており，芸術を志す学生・教員にとっても
大切な研究資料になっている。
　展覧会の図録は，展覧会目録としてコレクション
されており利用に供されているが，一方で展覧会の
ポスターは長い間保存のみという状態になってい
た。平成11年度より両方の資料を体系的に整理し
利用に供するという目的で，保存されていた展覧会
のポスター約2,000枚の整理が，ボランティアの協
力を得て始まった。平成15年には特殊資料整理の
成果と保存されている資料の紹介を兼ねて，約100
点のポスターが精選され特別展「ポスターの中の女
性たち」が開催された。
　現在，ポスター整理開始より６年余りが経ち，ボ
ランティアの手によって整理されたデータが，利用
者への公開に向けて動き始めている。
（7）図書館公開事業への協力
　中央図書館の貴重書展示室では多くの人々に本学
所蔵の貴重な資料を公開している。特に年に一度開
催される特別展は，毎回テーマに沿って貴重な資料
が数多く展示され，ボランティアは主に会場警備に
協力している。特別展開催に先立ち，ボランティア
を対象に特別展の概要や出展品目の解説などを盛り
込んだミニレクチャー（写真４）を，本学教員など
の協力を得て開催し，ボランティアの生涯学習に役
立てている。
写真４　ミニレクチャー風景
（8）ボランティア活動の広報
　ボランティアの活動内容や状況を，広く図書館利
用者に知らせるため，利用者向けボランティア活動
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広報紙「うたがき」の企画・制作・配布を行ってい
る。平成８年９月に創刊号が出され，現在第14号
まで発行されている。第８号より年１度の発行にな
り, A 4 , 12ページ程度，200部発行で，主にボラ
ンティアカウンターで配布している。初期の段階で
はボランティアの活動内容や季節の話題など利用者
に親しみやすい内容になっていたが，第９号「ボラ
ンティア活動５周年記念号」から，テーマを決めて
より深く活動内容の紹介を行っている。
2｡3　ボランティア登録状況
　図書館ボランティアは，活動開始より約50名を
定員とし登録している。平成17年度は，20代から
80代まで，46名が登録（男性７名，女性39名）し
ている（図２）。うち，12名は初年度からの継続で
ある。ボランティアは，活動期間１年間ｹﾞの登録制で，
本人が希望されれば更新は可能である。|…………十六｡
　ボランティア活動自体は，まったく/=の無報酬で行
なわれているが，ボランティア活動中の事故に対応
するために，ボランティア保険には全員が加入して
いる（保険掛け全については，つくば市社会福祉協
議会負担）。
2｡4　図書館のサポート体制の充実
　平成７年活動開始時には，ボランティアに対して
図書館についての知識を深める目的で，長期にわた
り研修を行った。さらに，次年度からは研修の体制
も制度化し，新規ボランティアを対象とした事前研
修，在籍ボランティアを対象としたフォローアップ
研修を行っている。事前研修は，ボランティア活動
を始めるにあたって必要な知識を提供する目的で，
活動開始前の３月に延べ10時間の研修を行ってい
る。一方，フォローアップ研修は，活動開始後のボ
ランティアの活動に必要な，知識の習得を目的:とし
て年間を通して行われ，主に前期は研修会，後期こは
男性（7人）
　15%
見学会を行っている。初年度から行われてきた研修
は表５のとおりである。
　その他にも，ボランティアと図書館職員の意思疎
通を図るための，担当者とボランティアの打合せ会
や図書館長主催の懇談会，ボランティアの教養の向
上と大学教育を経験してもらうという観点でのボラ
ンティア講演会などを開催している。また，ボラン
ティア専門委員会の開催，ボランティア控室や専用
駐車場，図書館利用証の提供なども行っている。
　以上のような図書館によるきめ細かなサポートに
よって，図書館とボランティアとの信頼関係が築か
れ，ボランティア活動が円滑に進んでいる。また，
数々の研修等が,ボランティアの資質向上を促進し，
生涯学習としての実りある活動を支援していると思
われる。
2｡5「図・ボラの会↓について
　「図・ボラの会」は平成７年７月，ボランティア
活動開始の翌月にボランティア同士の交流を深めよ
うと，ボランティアの話し合いの中から生まれた自
主的な組織であり，会の運営は世話人会（会長，副
会長，書記，会計，協力員で構成）で行っている。
「図・ボラの会」は図書館ボランティア全員で構成
されており，ボランティア問の交流や自主研修の充
実，図書館との意思疎通を図るためには欠かすこと
のできない存在になっている。
　主な活動として，毎月行っているのが「図・ボラ
の会」の活動計画などを話し合う世話人会，ボラン
ティア間の事務連絡をﾉ兼ねた「図=･ボラの会」会報
の発行である。さらに，定期的に各種勉強会や自主
研修会（見学および交流会）も行われている。特に
各種勉強会は，ボランティアが実際の活動を通して
必要性を感じた内容を，得意分野を生かしたボラン
ティアが講師になり自主的に行われている。
70代
4%
20代
4%
30代
4%
40代
13%
図２　平成17年度ボランティア登録状況
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表５　ボランティア研修等記録
年度 研修会等 講演会・懇談会等
７ 4/26-5/18
7/5-7/31
9/25,10/4
10/13,11/7
3/11-3/13
・平成７年度新規登録ボランティア事前研修
・フォローアップ研修
・追加研修
・追加研修
・平成８年度新規登録ボランティア事前研修
9/19
2/20
・ボランティアとの連絡会（第1回）
・ボランティアとの連絡会（第２回）
８ 5/22
9/10
9/19
9/27
10/9
10/22
3/13-3/19
・貴重言常設展示の概要説明
・蔵書検索オリエンテーション（新図書館システム紹介）
・特別展「宇野文庫展」概要説明会
・学内施設見学（留学生センター）
・学外施設見学（東京都立中央図書館）
・特別展「幕末･明治の生活と教育」概要説明会
・平成9年度新規登録ボランティア事前研修
6/4
11/3
12/6
・附属図書館ボランティア１周年記念特別講演
　「辞書の話」　　　　　　　　　　　　講師：北原保雄附属図書館長
・ボランティアとの連絡会（第３回）
・特別展「幕末･明治の生活と教育」記念講演
　「近代日本の黎明と欧米教育への関心」講師：教育学系山内芳文教授
・ボランティアとの連絡会（第４回）
９ 7/4
7/10
7/16
10/14
11/4
11/13-11/14
12/12
3/11-3/17
3/12
・相互利用窓口業務紹介
・レファレンスデスク業務紹介
・メインカウンター業務紹介
・学内施設見学（低温センター）
・学外施設見学（国立国会図書館）
・見学案内研修
・各種利用申込書の記入指導説明会
・平成10年度新規登録ボランティア事前研修
・パソコン画面読み上げソフト操作説明会
6/3
8/4
12/2
1/21
3/23
・附属図書館ボランティア２周年記念式・講演会
　「文部省におけるボランティアに開する施策について」
　　　　　　　　　　　　　　　講師：大西珠枝文部省婦人教育課長
・ボランティアとの懇談会（第５回）
・学外特別展「明治のいぶき」記念講演会
　「発見の心」　　　　　　　　　　　　　　　講師：江崎玲於奈学長
　「明治一庶民娯楽と学習」　　　　　　講師：教育学系山本恒夫教授
・ボランティアとの懇談会（第６回）
・附属図書館公開講演会
　「明治の日本人の見た西洋と西洋人のイメージ」
　　　　　　　講師：H.O.ロータモンド氏（仏国立高等研究院教授）
・附属図書館公開講演会
　「生涯学習社会のボランティア］
　　　　　　　　　　　　講師：伊藤俊夫東京家政大学・大学院教授
10 7/6
7/14
11/11,11/16
11/24
3/10-3/16
・メインカウンター業務紹介
・レファレンスデスク業務紹介
・見学案内研修
・学内施設見学（大塚図書館）
・学外施設見学（東京大学総合図書館・史料編纂所）
・平成11年度新規登録ボランティア事前研修
4/24
6/1
9/11
12/7
・ボランティアとの懇談会（第７回）
・附属図書館ボランティア記念式･講演会
　にとばの中の世界」　　　　　　　　講師：斉藤武生附属図書館長
・開学25周年記念特別展記念講演会
　「初版本の魅力」　　　　　　　　講師：小笠原道雄広島大学副学長
・ボランティアとの懇談会（第８回）
11 7/6
7/14
9/30,10/15
10/22
11/8
3/9-3/15
・身体障害者の心理
・雑誌の流れ一配架から製本まで-
・見学案内研修
・学内施設見学（体育センター屋内プールほか）
・学外施設見学（図書館情報大学，国立公文書館
　つくば分館，茨城県立医療大学）
・平成12年度新規登録ボランティア事前研修
4/21
6/7
12/13
・ボランティアとの懇談会（第9回）
・附属図書館ボランティア記念式･講演会
　「コンピュータの口と耳」　　　　　講師：板橋秀一附属図書館長
・ボランティアとの懇談会（第10回）
12 7/11
7/19
9/27
10/20
11/2
3/8-3/14
・広報紙『STUDENTS』編集の現場から(広報活動)
・図書館資料の配架の基本
・見学案内研修
・学内施設見学(ペンチャー･ビジネス･ラボラトリー)
・学外施設見学(国立国会図書館国際子ども図書館)
・平成13年度新規登録ボランティア事前研修
5/29
6/19
12/11
・平成12年度特別展ミニレクチャー
　「日本美術の名品」　　　　　　　講師：小西和信情報システム課長
・附属図書館ボランティア5周年記念式・講演会
　「子供･本･学校～絵でみるヨーロッパ教育文化史」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：教育学系山内芳文教授
・ボランティアとの懇談会（第11回）
・ボランティアとの懇談会（第12回）
13 7/12
7/18
9/26
10/16
11/9
3/7-3/13
・身体障害者への対応
・見学案内研修
・電子図書館について
・学内施設見学（学系資料室）
・学外施設見学（印刷博物館凸版印刷）
・平成14年度新規登録ボランティア事前研修
6/13
10/12
1/18
・附属図書館ボランティア講演会
　「これからの生涯学習社会と大学」　講師：山本恒夫本学名誉教授
・ボランティアとの懇談会（第13回）
・平成13年度特別展ミニレクチャー
　「日本古代の学問と萬葉集」
　　　　　　　　　　　　講師：篠塚富士男情報サービス課課長補佐
・ボランティアとの懇談会（第14回）
14 7/9,7/12
7/15
10/23
11/1
3/6-3/12
・見学案内研修
・レファレンスサービスについて
・学内施設見学（図書館情報学図書館）
・学外施設見学（放送大学附属図書館,メディア教育開発センター）
・平成15年度新規登録ボランティア事前研修
6/13
11/18
1/17
・附属図書館ボランティア講演会
　「現代の若者気質」　　　　　　　　　講師：臨床医学系堀正士講師
・ボランティアとの懇談会（第15回）
・平成14年度特別展ミニレクチャー
　「筑波大学所蔵文書について」
　　　　　　　　　　　　講師：山洋学栃木県芳賀町史編纂室嘱託員
・ボランティアとの懇談会（第16回）
15 7/10
7/11
10/21
10/27
11/5
3/1
3/4-3/9
3/9
・障害のある図書館利用者の支援の具体的方法
・視聴覚メディアの利用及び機器操作説明
・学内施設見学（陽子線医学利用研究センター）
・古典資料係業務紹介
・学外施設見学（国立公文書館）
・中央図書館利用環境整備説明会
・平成16年度新規登録ボランティア事前研修
・体芸図書館利用環境整備説明会
6/9
9/17
1/16
3/11
・附属図書館ボランティア講演会
　「文字と文字情報」　　　　　　　　　　講師：林史典附属図書館長
・ボランティアとの懇談会（第17回）
・平成15年度特別展ミニレクチャー
　「筑波大学間学30周年記念特別展」
　　　　　　　　　　　　　講師：篠塚富士男情報システム課課長補佐
・ボランティアとの懇談会（第18回）
・茨城県立図書館ボランティア見学会および交流会
16 6/21,6/30
6/27
9/29
10/14
11/11
]L2/6
2/17
3/7-3/11
・見学案内研修
・相互利用係業務紹介
・学内施設見学（体育総合実験棟）
・上製本の作り方
・学外施設見学（アカデミーヒルズ六本木ライブラリー）
・図書の修理について
・文庫本の改装について
・平成17年度新規登録ボランティア事前研修
7/20
10/13
1/12
・附属図書館ボランティア講演会
　「北欧の図書館」　　　　　　　　　講師二植松貞夫附属図書館長
・ボランティアとの懇談会（第19回）
・平成16年度特別展ミニレクチャー
　「オリエントの歴史と文化」
　　　　　　　　　　　　　講師：人文社会科学研究科秋山学助教授
・ボランティアとの懇談会（第20回）
17 7/6
7/11
9/13
・電子ジャーナル入門
・文庫本の改装について（第2回）
・学術情報流通と大学図書館
6/1
7/27
・附属図書館ボランティア10周年記念講演
　「人が変わるまちが変わる］講師：犬塚まゆみ伊万里市民図書館長
・ボランティアとの懇談会（第21回）
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３。図書館ボランティアのこれから
　図書館ボランティアの導入は大学図書館として全
国初の試みであり，生涯学習型ボランティアとして
定着するまでには長い年月が費やされた。その間，
図書館の職員とボランティアの間には様々な問題が
あったと思われるが，現在ではそれぞれの立場での
図書館サービスに努力している。
　ボランティア開始から10年がたち，手探りの出
発から数々の挑戦があり，発展し，安定期を迎えて
いる。ひとつの節目を迎えて，図書館としては今後
のボランティアに何を望むのか検討する時期にきて
いる。
3｡1　ボランティア活動における問題点の解決
　平成５年４月，生涯学習答申を受け図書館ボラン
ティアの導入を検討し始めたが，実際に導入問始ま
でには２年の歳月を要している。しかし，館内での
十分な合意が得られないまま中央図書館新館開館に
合わせ，半ば強引に活動を開始したようなところが
あった為，その後も図書館職員とボランティアがい
ろいろな面で問題を起こしていた。過去に起きたい
くつかの問題が，どのような経過をたどったか考え
てみる。
　まず，カウンターにおける図書館職員とボランテ
ィアの仕事の線引きがあげられる。ボランティアに
は責任のある仕事は任せられないという職員と，何
をしたらいいのかわからないといったボランティア
の間で数々の揉め事が発生した。ボランティアは利
用案内に記入されている事柄の案内および蔵書検索
端末指導に限定していたが，一人ひとりの能力にば
らつきが見られ，一定の利用者サービスができなか
った。当時はボランティアからの研修の要求も職員
の重荷になっており，業務担当者の中にはボランテ
ィアに任せるより，自分達で対応したほうがいいと
いったような風潮があったようだ。さらに図書館の
中で異質な存在としてボランティアを捉えていた職
員も多く，図書館職員とボランティアの間に大きな
隔たりがあったことは事実である。そして，少なか
らず専門の教育を受けた職員とは違い，意欲旺盛な
一般市民であるボランティアの養成には並々ならぬ
担当職員の努力があったと思われる。
　導入から５年を経過したあたりから，ボランティ
ア自身の意識にも変化が現われ，「ボランティアだ
から，まあ，いいか。」ではなく，たとえボランテ
ィアでも与えられた活動には責任をもって当たると
いうような心構えのボランティアが育ってきた。ボ
ランティアが，自主研修を始め，研修成果を生かし
た活動を始めるようになったことで，職員側もボラ
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ンティアの生涯学習の支援に積極的に取り組むよう
になり，現在ではボランティアのスキルアップにつ
ながってきている。このようにボランティアが様々
な経験を積んだことで，ある程度のスキルを保てる
ようになり館内における総合案内においても一定の
成果を挙げている。
　また対面朗読においても様々な問題があった。ボ
ランティア導入時には，一般ボランティアと対面朗
読ボランティアに分かれていたため，それぞれが協
力し合うことができなかった。大学図書館における
対面朗読は一般的な朗読と異なり，学術資料が多い
ため，参考文献や館内資料の検索にまで及ぶことが
ある。しかし朗読のボランティアは，図書館内の資
料については知らないことが多く利用者に十分なサ
ービスが提供できなかった。この問題は，対面朗読
のボランティアを一般のボランティアと一緒にする
ことで解決したように思われたが，一般ボランティ
アの対面朗読技術の向上が課題として残された。対
面朗読については，図書館職員は無知の世界であり
ボランティアを頼りにするしかなかったが，幸いに
対面朗読に秀でたボランティアが中心となり自主的
な勉強会が開催されるようになった。結果，一般ボ
ランティアの中から対面朗読ボランティアは育った
が，逆にもともと対面朗読にこだわっていたボラン
ティアは大学図書館ボランティアの活動になじめ
ず，活動を辞退する人が出ている。現在ではボラン
ティアの約３割が対面朗読への対応が可能となり，
障害のある利用者への支援を行っている。
　当初ボランティアにとっては，大学図書館自体が
未知の世界で，図書館職員の手助けになってほしい
と思っていた職員の希望に反して，利用者の立場か
ら図書館にいろいろな提言をしてきた。図書館の利
用方法や，資料の配置，さらには到底実現できない
ような提案までしてくるボランティアもおり，図書
館の職員も混乱を極めていた。しかし，年月を重ね
るうちにこの問題は徐々に解決された。ボランティ
アの図書館についての知識も増し，無理難題な提案
をしてこなくなったこともあげられるが，それにも
まして図書館職員がボランティアの意見を一利用者
の意見として受入れ，利用者サービスの改善に努力
しようという姿勢が見られるようになったことが挙
げられる。
　しかし一方で，ボランティアが図書館での活動に
ついてある程度の習熟度を持つようになると，鮮烈
な問題意識をもつボランティアは図書館サービスの
現状に対して批判的な提言を行うこととなり，この
ことが図書館側と摩擦を生じさせる原因となること
も事実である。今までは，前述（2-4）のように打
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合せ会（月１回）と懇談会（年２回）を行ってきた
が，それだけでは充分なコミュニケーションが図ら
れていないとの認識から，今年度より新たな意見交
換の場を設けることとなった。この会は，ある一定
のテーマを決め，関係担当者とボランティアが気楽
にまじめな意見を交換し，ボランティア活動の充実
を図るのが目的である。第１回目は，利用環境整備
をテーマとして行う予定である。これは図書館から
の提案ではなくボランティアから，館内の環境をさ
らに整備したいとの提案がなされた。シェルフリー
ディングのみを行っている職員と，自分たちのベー
スで本を並べたり，棚や本のはこりを払ったりして
利用環境を整えているボランティアが，業務と活動
の違いの部分をお互いに協調しあうことによって，
より効果的な書架整理ができるようになればとの思
いから開催されるものである。全面開架書架をより
使いやすくするために，お互いに足りない部分を補
い合いシステマティックに書架整理ができる方法
を，話し合う予定である。
　今後もこのような体制で話し合いが行われ，様々
な問題点の解決につながることを期待する。
3｡2　ボランティア活動をささえてきたもの
　大学図書館として例のないボランティア活動は，
現在の安定を迎えるまで，平坦な道のりではなかっ
たと思われる。そんな中，活動をささえてきたもの
の根底には，ボランティアの熱意と意欲がある。
様々な経歴を持つ40数名の好奇心旺盛なボランテ
ィアは，常に前向で活動意欲があり，ボランティア
活動を自分自身の生涯学習の一端として受けとめて
いる。図書館から提供する研修のほかに，ボランテ
ィア同士で資料の作成から講ﾚ師まで行う勉強会は，
典型的な例といえよう。さらに，職員でもない学生
でもない第３の目の利用者として，図書館への提案
がなされ，図書館とボランティアは常に刺激しあっ
てきた。
　一方で,新しい試みを受入れる図書館側の理解や，
大学関係者による研修等の協力も忘れてはならな
い。
3｡3　図書館としての役割
　本学図書館では，社会貢献の一例として聞かれた
大学図書館を目的に，地域住民のボランティア希望
者を受入れている。大学構成員の研究・教育を第一
に考えるのが大学図書館としての使命であるが，あ
えて社会貢献の立場から図書館に生涯学習を目的と
したボランティアの導入を決めたことは大きく評価
されることである。
平成17年１月に開催された10周年を記念した座
談会では「ボランティアのこれから」というテーマ
で活発な話し合いが行われた。その中でも，ボラン
ティアと評価，図書館の第３の目，自分自身の生涯
学習といった今までの10年の歩みの中でも常に意
識されていたようなことが話題の中心となってい
た。「毎日の生活がボランティアで，評価を求めな
いからボランティアが続いている」といった女性ボ
ランティアに対し，「ボランティア活動における自
分自身の評価はある」という男性ボランティアの意
見が印象的だった。大学の法人化に伴い，図書館に
も評価が求められるようになってきている現在で
は，図書館がボランティア活動を評価し，そしてボ
ランティアが図書館を評価するという相互的な関わ
りは，ボランティア活動の推進には欠かすことので
きないものである。今後，お互いに評価しあうこと
により，職員とボランティアの連携がスムーズに行
われ利用者サービスにより貢献できることを期待し
たい。
　一方，法人化後の定員削減，非常勤職員の縮小へ
の対応としてボランティアの労働力に期待したいと
ころだが，本学のボランティアは「生涯学習型のボ
ランティア」として導入しているため，現状では非
常勤職員が行っているような業務の一部補助は主旨
に反する。さらに，ボランティア活動を継続するた
め，生涯学習の手助けとしての研修等の必要性もあ
り，職員の業務量は軽減されることなく，地域住民
であるボランティアヘの対応は容易なものではな
い。にもかかわらず，大学図書館としてボランティ
ア活動を推進しているのはなぜだろうか。最近では，
図書館・博物館等のボランティアは教育ボランティ
アとして注目されており，労働を提供するボランテ
ィアではなく，ボランティア自身が生涯学習の場を
求めてボランティア活動を行う傾向にある。その点
で，本学図書館は時代の最先端を歩いてきたことに
なる。ボランティアの受入れは大変だが，最近では
ボランティアの存在自体が図書館職員への刺激とな
り，図書館がボランティアから得るものも多い。本
学図書館は開館以来，資料の集中管理，全面開架方
式，電子図書館，そしてボランティアの導入と，常
に新しい図書館像を求めてきた。特に現在のような
ボランティア活動は大学図書館としては類例がな
く，筑波大学附属図書館の特徴の一つとして挙げら
れる。ボランティア導入から10年の年月が流れ，
図書館内におけるボランティア活動は定着してきた
と思われるが，残念なことにすべての職員が図書館
ボランティア活動に同様の理解があるわけではな
い。そのような職員からは，現在の生涯学習型とし
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てのボランティアを見直してはどうかとの声も聞か
れるが,多くの職員とボランティアの努力によって，
ここまで発展してきたボランティア活動の意義を理
解してもらい，ボランティアの未知なる可能性を温
かい目で見守っていくことも大切であると思う。よ
うやく円熟を迎えた図書館ボランティアの活動を，
図書館として支援し充実させていく責任があり，今
後も現状のような形のボランティアの受入れを継続
すべきである。
3｡4　ボランティアに期待すること
　これまでの10年は，全員が同じような利用者サ
ービスを提供できるように，ある一定の活動をボラ
ンティア自身の生涯学習として行ってきた。しかし，
歳月の経過とともにボランティアの水準も一定に達
し，一人ひとりの能力もかなり高まってきている。
今後はボランティア活動の付加価値として，共通の
活動のほかに自分自身の生涯学習の延長として個人
の能力が発揮できるような活動も重要であると思わ
れる。図書館業務の中からボランティア自身が生涯
学習と認知できるもの，図書館がボランティアの能
力を活用したいと考えているもの，それぞれが互い
に協調できるような活動がこれからのボランティア
活動には必要である。幸いにして現在受人れている
ボランティアは，研究学園都市という地域性も手伝
って多彩な分野に秀でた人材が多い。実際に，平成
16年から留学生への中国語による図書館案内や，ボ
ランティアカウンターにおける英語での利用者対応
マニュアルの作成など，特定のボランティアによる
活動も行われている。
　このように，図書館ボランティアの活動は図書館
職員の補助ではなく，独立した自主活動として職員
と協調しながら行われ，利用者サービスの充実に更
に貢献していくことを期待する。そして，ボランテ
ィアと図書館が成熱度を増し融合することによって
生み出される利用者サービスが，新しい大学図書館
サービスのスタイルとなり，筑波大学附属図書館を
評価してもらえるようになるためにも，様々な問題
を解決しながらようやく安定期を迎えた当館の特色
あるボランティア活動が，今後の10年で新たな地
平を開けるよう微力をつくしたい。
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OHKUBO Akemi
Success and Future Prospects of Volunteer Activitiesin tie University of Tsukuba Library
Abstract:　The University of Tsukuba Library was the first national university library to institute a
library volunteer program in June 1995, and celebrated its 10th anniversary this year. In June 2005， the
Library published ａ commemorative album “The History of University of Tsukuba Library Volunteers :
Commemorating the DecadeﾌﾞDuring these ten years, volunteer programs have become pretty well
established, harmonized with the unique library system of the university。This paper looks back at the
process, considers the fruits of the effort,and what the future prospects are of using volunteers in the
library。
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